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法学部と歯学部の学生で、 1年次第2タ ー ムに受験したTOEIC＂で470点以上の成績を収めて基

礎英語の単位を認定 された人は、 l 年次第 3 ・ 第 4タ ー ムに学部指定の発展英語を履修してくだ
さし、。

応用英語Applied English ：週1回授業・2単位（平成30年度より科目名・内容等変更予定）

アカデミック英語（リ ーディング）、 アカデミック英語（リスニング）、 アカデミック英語（ライ 
ティング）、 基礎英語の4 単位を取得済みであり、TOEIC＂で 730点（あるいは英検準1級 ）以上の
レベルの学生を対象とする上級クラスです。より少人数の理想的なクラス規模によって、英語に 
よる応用力養成を図るための科目です。

実践英語Practical English ：週1回授業・1単位

医学部医学科 l 年生を対象として開講され、 一般学術目的の英語（English for General 
Academic Purposes）で話された言葉を正確に理解することができる力を中心とした、実践的な英

語運用能力の向上を目指した学習を行います。 1年次第3 ・ 第4タ ー ムに開講され、TOEIC®の成
績に基づいた習熟度別クラス編成が行われます。

iStep （アイ・ステップ）：第2タ ー ム・週8回授業・4単位

本年度から第2タ ー ムに希望者向けの集中英語コ ースiStep (Intensive Short Term English 

Program） が開講されます。 圏内にいながらにして海外での語学研修に準じた密度の高い学習を

行います。学部の垣根を取り払って、基本的に習熟度をもとにした少人数クラス編成を行い、 一

般学術目的の英語の運用能力向上を目指します。 なお、 iStepを履修する場合でも、 第lタ ー ム

にはアカデミック英語Rl およびアカデミック英語L1を履修しなければなりません。 

履修を希望する人は、 iStep履修説明会に参加してください。

iStep Continuation 

（アイ・ステップ・ コンティニュエー ション） ： 第3タ ー ム・週1回授業・0.5単位

第4タ ー ム・週1回授業・0.5単位

第2タ ー ムの集中英語コ ースiStepを修了し、さらに実践的な英語運用能力の向上を目指す学

生向けに開講される科目です。第2タ ー ムの iStep修了者を優先しますが、余裕がある場合に限 

り、TOEICで600点以上を獲得した学生 （全学部 ・ 全学年 ） も履修することができます。

※ l 単位の授業では週 1 時間、 2 単位の授業では週 4 時間の課外学習を前提とします。
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学部別英語履修案内

英語の履修基準

新潟大学での英語の履修基準（卒業要件単位）・ 履修方法は学部、学科により異なり、最低履修

単位数もそれぞれ異なっています。 まず自分の所属する学部、学科の履修すべき単位数を確認し

てください。

学部 ・ 学科 英語の最低履修単位数

人文学部 4 単位

教育学部 4 単位

法学部 1 外国語 6 単位

経済学部 4 単位

理学部 4 単位

医学部・医学科 4 単位

医学部 ・ 保健学科 4～6 単位

歯学部 6 単位

工学部 4 単位

農学部 4 単位

創生学部
4 単位

（英語の重点学習を選択する場合はB単位）

では、 これから各学部別に、 どのように英語を学んだらよいのかを説明します。

人文学部 英語 4単位

人文学部の英語の最低履修基準は 4 単位です。 原則として、 l 年次の第い第 2 タ ー ムにアカ

デミック英語 Rl • R2 （各 0.5 単位）とアカデミック英語 L1 ・ L2 （各 0.5 単位）を履修し、第 3 ・

第 4 タ ー ムに基礎英語とアカデミック英語w （各 1 単位）を履修してください。 以上の科目はい

ずれも週 1 回です。

アカデミック英語 Rl • R2 とアカデミック英語 L1 ・ L2 は、入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

なお、l 年次の第 2 タ ー ムに実施される TOEIC
＂

で 470 点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されます。

※標準的な英語科目と iStep 科目との対応については 13 ペー ジの対応表をご参照ください。
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教育学部 英語 4単位

教育学部の英語の最低履修基準は4単位です。 原則として、 l年次の第い第2タ ー ムにアカ

デミック英語Rl ・ R2（各0.5単位）とアカデミック英語L1 ・ L2（各0.5単位）を履修し、 第3 ・

第4タ ー ムに基礎英語とアカデミック英語 w（各l単位）を履修してください。 以上の科目はい

ずれも週l回です。

アカデミック英語Rl• R2とアカデミック英語L1 ・L2は、 入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

なお、l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC
⑧

で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されます。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ページの対応表をご参照ください。

法学部 l外国語 6単位

法学部では、 卒業要件において、 l外国語6単位が必修となっています。

英語を履修する場合、l年次の第1・ 第2タ ー ムにアカデミック英語Rl• R2 （各0.5単位）と

アカデミック英語L1・ L2（各0.5単位）を履修し、 第3 ・ 第4タ ー ムに基礎英語とアカデミック

英語w（各1単位）を履修し、 2年次に発展英語（2単位）を履修することとなります。 以上の

科目はいずれも週l回です。

アカデミック英語Rl• R2とアカデミック英語L1 ・L2は、 入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

なお、 l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC® IPテストにおいて470点以上の成績を収めた

学生は、 基礎英語の単位が認定されますので、 l年次第3 ・ 第4タ ー ムにおいては、 アカデミッ

ク英語Wと発展英語を履修してください。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ページの対応表をご参照ください。

経済学部 英語 4単位

経済学部の英語の最低履修基準は4単位です。

・昼間コース

原則として、 l年次の第い第2タ ー ムにアカデミック英語Rl• R2 （各0.5単位）とアカデミ

ック英語L1・L2（各0.5単位）を履修し、 第3 ・ 第4タ ー ムに基礎英語とアカデミック英語 w（各

l単位）を履修してください。 以上の科目はいずれも週1回です。

アカデミック英語Rl• R2とアカデミック英語L1 ・L2は、 入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい

なお、l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC＇＂

で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の
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単位が認定されます。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ペー ジの対応表をご参照ください。 

・夜間主コ ー ス

原則として、 l年次の第 l ・ 第 2 タ ー ムに共通英語（週 l回 ・ l 単位）、 第 3 ・ 第 4 タ ー ムに基礎

英語（週 l回 ・ l 単位）を履修し、 さらに 2年次の第十第 2 タ ー ムに発展英語（週 1回 ・ 2 単位）

を履修してください。

なお、1年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC⑧で470点以上の成績を得た学生は基礎英語の単

位が認定されますので、 1年次の第3 ・ 第4タ ー ムに発展英語を履修してください。

理学部 英語 4単位

理学部の英語の最低履修基準は4単位です。 原則として、 l年次の第い第2タ ー ムにアカデ

ミック英語 Rl • R2 （各 0.5 単位） とアカデミック英語 L1 ・ L2 （各 0. 5 単位）を履修し、 第 3 ・

第4タ ー ムに基礎英語とアカデミック英語w （各1 単位）を履修してください。 以上の科目はい

ずれも週1回です。

アカデミック英語 Rl • R2 とアカデミック英語 L1 ・ L2 は、 入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

なお、l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC＂

で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されます。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ペー ジの対応表をご参照くださ
い。

医学部・医学科 英語 4単位

医学部 ・ 医学科の英語の最低履修基準は 4 単位です。 原則として、 l年次の第い第 2 タ ー ム

にアカデミック英語 Rl • R2 （各 0. 5 単位）とアカデミック英語 L1 ・ L2 （各 0. 5 単位）を履修し、

第3 ・ 第4タ ー ムにアカデミック英語Wと実践英語 （各l 単位）を履修してください。 以上の科

目はいずれも週 l回です。

アカデミック英語 Rl • R2 とアカデミック英語 L1 ・ L2 は、 入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ペー ジの対応表をご参照くださ
い。 
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医学部・保健学科 英語 4～6単位

医学部 ・ 保健学科では外国語の最低履修単位が、 英語 4 単位、 初修外国語 2 単位を含む合計

8単位となっています。 英語を重視するか、 初修外国語を重視するかによって履修方法が2つに

分かれます。

1 ）英語を重視して、 英語 6 単位・初修外国語 2 単位の場合

1 年次の第 l ・ 第 2 タ ー ムにアカデミック英語 Rl ・ R2 （各 0.5 単位）とアカデミック英語 L1 ・

L2 （各 0.5 単位）を履修し、 第 3 ・ 第 4 タ ー ムに基礎英語 とアカデミック英語 w （各 l 単位）

を履修してください。 以上の科目はいずれも週 l 回で、 合計 4 単位となります。

さらに、 l 年次の第 3 ・ 第 4 タ ー ムに開講される入門医療英語（逓 l 回 ・ l 単位）と、 2 年次以

降に旭町キャンパスで開講される医療英語（週 1 回 ・ 2 単位）から、 最低あと 2 単位分を履修し

てください。

2 ）初修外国語を重視して、 英語 4 単位・初修外国語 5 単位の場合

l 年次の第十第 2 タ ー ムにアカデミック英語 Rl • R2 （各 0. 5 単位）とアカデミック英語 L1.

L2 （各 0. 5 単位）を履修し、 第 3 ・ 第 4 タ ー ムに基礎英語 とアカデミック英語 w （各 1 単位）を

履修してください。 以上の科目はいずれも週1回です。

上記いずれのケ ースでも、 アカデミック英語 Rl • R2 とアカデミック英語 L1 ・ L2 は、 入試結果

等を参考にして習熟度別にクラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラ

スで聴講手続きを行ってください。

なお、l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC
＂で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されます。

※入門医療英語及び医療英語は、 保健学科の各専攻が育成する医療職者に求められる ES P（特

定目的のための英語 ）の領域での、EAP （学問のための英語 ）とEOP （職業のための英語 ）を学習

することを主目的 とする科目です。 看護学 ・ 放射線技術科学 ・ 検査技術科学及びその関連分野

を専 門にする日本人教員が担当します。

※標準的な英語科目 と iStep 科目 との対応については 13 ページの対応表をご参照ください。 

歯学部 英語 6単位

歯学部の英語の最低履修基準は 6 単位です。 原則として、 l 年次の第い第 2 タ ー ムにアカデ

ミック英語 Rl • R2 （各 0.5 単位） とアカデミック英語 L1 ・ L2 （各 0. 5 単位）を履修し、 第 3 ・

第 4 タ ー ムに基礎英語 とアカデミック英語 w （各 l 単位）を履修してください。 以上の科目はい

ずれも週 l 回です。 さらに 2 年次に発展英語（週 l 回 ・ 2 単位）を履修することになります。

アカデミック英語 Rl • R2 とアカデミック英語 L1 ・ L2 は、 入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

なお、l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC
＂

で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されますので、 l 年次の第 3 ・ 第 4 タ ー ムには、 アカデミック英語 W と発展英語を履
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修してください。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ペー ジの対応表をご参照ください。 

工学部 英語 4単位

工学部の英語の最低履修基準は 4 単位です。 原則として、 l 年次の第い第 2 タ ー ムにアカデ

ミック英語Rl• R2 （各0.5単位）とアカデミック英語L1 ・ L2 （各0.5単位）を履修し、 第3 ・

第 4 タ ー ムに基礎英語とアカデミック英語 w （各 1 単位）を履修してください。 以上の科目はい

ずれも週l回です。

アカデミック英語Rl• R2とアカデミック英語L1 ・L2は、入試結果等を参考にして習熟度別に

クラス編成が行われ、 その結果が掲示されますので、指定されたクラスで聴講手続きを行ってく

ださい。

なお、1 年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC
⑧

で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されます。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ペー ジの対応表をご参照ください。 

農学部 英語 4単位

農学部の英語の最低履修基準は4単位です。 原則として、 l年次の第い第2タ ー ムにアカデ

ミック英語Rl• R2 （各0.5単位）とアカデミック英語U ・ L2 （各0.5単位）を履修し、 第3 ・

第 4 タ ー ムに基礎英語とアカデミック英語 w （各 1 単位）を履修してください。 以上の科目はい

ずれも週 1 回です。

アカデミック英語Rl• R2とアカデミック英語L1 ・L2は、 基礎充実型lクラスと標準型4クラ

スが開講されます。入学時の学部ガイダンスの際にクラス分けが行われますので、指定されたク

ラスで聴講手続きを行ってください。

なお、l年次の第2タ ー ムに実施されるTOEIC
＇＂で470点以上の成績を収めた学生は基礎英語の

単位が認定されます。

※標準的な英語科目とiStep科目との対応については13ペー ジの対応表をご 参照ください。
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標準的な英語科目とi Step科目との対応表

標準的な英語科目 iStep 科目の履修による充足

アカデミック英語R2(0.5単位） Academic Reading (0. 5単位）の履修をもって充足する。

アカデミック英語L2(0.5単位） Academic Listening & Speaking (0. 5 単位）の履修をもって

充足する。

アカデミック英語W (1単位） Academic Writing 1 (0. 5単位）およびAcademicWriting 2 

(0. 5単位）の履修をもって充足する。

基礎英語（ 1単位） 以下の科目から1単位分の履修をもって充足する。（TOEIC 470 

以上の場合は単位認定）

Topic Based Speaking (0.5単位）

Presentation 1 (0. 5単位）

Presentation 2 (0. 5単位）

Intercultural Communication (0.5単位）

※iStep科目履修者には、 アカデミック英語R2とアカデミック英語L2の第2タ ー ムにおける

重複履修は 認めない。

※法学部・歯学部の「発展英語」および医学部 医学科の「実践英語jについては、 iStep およ

びiStep Continuation科目の履修をもって充足することはできない。

聖書履修相談室

必修科目などとのパッティングにより英語の聴講手続きで著しく困難をきたしている学生

には、 下記の通り英語履修相談室を設けますので、 利用してください。

期間： 第I ・ 第2タ ー ム 4月6日（木）～ 4月12日（水）

第3 ・ 第4タ ー ム 10月2日（月）～ 10月6日（金）

時間： 16時15分～16時45分

場所： 総合教育研究棟 B棟4階 B450演習室
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